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 新年のご挨拶



2
0
1
6
年
3
月
か
ら
本
館（
7

階
立
て
、2
0
0
床
）が
稼
働
し
ま
し

た
。
来
館
者
か
ら
本
館
内
の
各
部
署

の
配
置
な
ど
に
つ
い
て
お
褒
め
の
言

葉
を
掛
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、 

そ

の
都
度
充
実
感
を
覚
え
て
い
ま
す
。

2
0
1
6
年
10
月
16
日
の「
未
来
・
地

域
と
よ
り
そ
う
」を
掲
げ
て
開
催
し

た
病
院
祭
で
は
約
2
0
0
0
名
の
参

加
者
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
や

ま
な
み
カ
フ
ェ
と
銘
打
っ
た
最
上
階

の
7
階
に
あ
る
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
で

の
飲
み
物
の
提
供
は
好
天
と
相
ま
っ

て
有
明
山
や
後
立
山
連
峰
の
眺
望
が

見
事
で
あ
り
、 

来
場
者
か
ら
大
好
評

で
し
た
。
11
月
ま
で
に
は
池
田
町
役

場
の
北
側
の
駐
車
場
の
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
舗
装
を
終
え
、環
境
面
の
整
備
は

着
実
に
進
ん
で
き
ま
し
た
。
医
局
改

修
な
ど
の
工
事
も
12
月
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。

本
年（
2
0
1
7
年
）は
一
白
水
星

が
中
央
に
回
座
す
る
丁
酉（
ひ
の
と

と
り
）の
年
と
の
こ
と
で
す
が
、 

本

院
に
と
っ
て
は
1
9
4
7
年
8
月
に

北
安
曇
郡
池
田
町
2
5
3
4
番
地
2

（
県
立
北
安
曇
農
業
高
等
学
校「
現
・

池
田
工
業
高
等
学
校
」
内
）に
長
野

県
農
業
会「
安
曇
診
療
所
」
と
し
て

発
足
し
て
か
ら
以
降
で
数
え
る
と
70

年
目
と
な
り
、 

節
目
の
時
と
言
え
ま

す
。
旧
病
棟（
4
階
建
て
）の
解
体
に

つ
い
て
も
開
始
す
る
予
定
で
す
。
大

北
地
域
は
長
野
県
が
策
定
し
た
地
域

医
療
構
想（
2
0
1
6
年
9
月
）に
よ

り
、10
年
後
の
地
域
内
の
人
口
は
約

5
8
0
0
0
人
と
見
込
ま
れ
て
お

り
、10
年
後
に
は
必
要
と
さ
れ
る
推

計
病
床
数
は 

4
0
3
床
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
大
町
市
立
総
合
病
院
と
の

機
能
分
担
と
連
携
を
進
め
る
と
と
も

に
、 
健
康
管
理
部
門
の
充
実
や
介
護

福
祉
事
業
へ
の
展
開
な
ど
を
念
頭
に

置
き
な
が
ら
、大
北
地
域
の
基
幹
病

院
の
責
務
を
果
た
し
ま
す
。「
質
の

高
い
医
療
と
社
会
へ
の
貢
献
を
と
お

し
、地
域
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る

病
院
を
築
く
」と
の
理
念
を
実
践
し
、

2
0
1
6
年
11
月
現
在
で
86
施
設
の

病
診
連
携
に
登
録
さ
れ
て
い
る
先
生

方
と
と
も
に
、患
者
さ
ん
に
笑
顔
と

満
足
と
希
望
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
に

努
め
ま
す
。
丁
酉
の
2
0
1
7
年
は

成
功
へ
の
ヒ
ン
ト
を
授
か
る
年
と
の

こ
と
で
、北
ア
ル
プ
ス
医
療
セ
ン
タ
ー

の
今
後
の
更
な
る
発
展
の
た
め
の
基

礎
を
築
く
1
年
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
こ
れ
ま
で
通
り
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

北
ア
ル
プ
ス
医
療
セ
ン
タ
ー
本
館
が
稼
働
し
て

西
澤
　
理

統
括
院
長

年
頭
の
ご
挨
拶
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狩
野 

修
治

北
ア
ル
プ
ス
医
療
セ
ン
タ
ー
あ
づ
み
病
院

整
形
外
科
医
長

下
肢
の
外
傷
疾
患

第
10
回
で
は
足
の
小
指
の
骨
で
あ
る
第
5
中
足
骨
の
骨
折
の
中
で
J
o
n
e
s
骨
折
と
下
駄
骨
折
と
よ
ば
れ
る
骨
折
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
J
o
n
e
s
骨
折
と
は
　
　
　
　
　
　
　

1
9
0
2
年
に
J
o
n
e
s
医
師
が
自
ら
経
験
し
た
第
5

中
足
骨
近
位
部
（
図
の
よ
う
な
足
の
第
５
趾
の
中
足
骨
の
踵

側
）
の
骨
折
を
報
告
し
た
こ
と
か
ら
J
o
n
e
s
骨
折
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
図
の
よ
う
な
足
の
第
４
・
第
５
趾
の
中
足

骨
間
関
節
（
２
本
の
中
側
骨
が
接
す
る
部
分
）
の
遠
位
端
に

一
致
し
て
お
き
る
骨
折
で
す
。
転
倒
な
ど
に
よ
り
骨
折
す
る

よ
り
も
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
よ
る
反
復
す
る
力
で
お
こ
る
疲

労
骨
折
と
し
て
生
じ
る
こ
と
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
下
駄
骨
折
と
は
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　

図
の
よ
う
な
第
5
中
足
骨
の
結
節
部
と
よ
ば
れ
る
近
位
端

の
剥
離
骨
折
の
こ
と
を
下
駄
骨
折
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
結
節
部
と
は
J
o
n
e
s
骨
折
の
骨
折
部
よ
り
さ
ら
に

踵
よ
り
の
短
腓
骨
筋
腱
が
付
着
し
て
い
る
部
分
で
、
下
駄
骨

折
と
は
こ
の
短
腓
骨
筋
腱
に
よ
る
剥
離
骨
折
の
こ
と
と
さ
れ

ま
す
。
下
駄
の
鼻
緒
が
切
れ
た
時
に
受
傷
す
る
こ
と
が
多
か
っ

た
こ
と
か
ら
下
駄
骨
折
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
俗
称
で
、

第
５
中
足
骨
結
節
部
剥
離
骨
折
と
呼
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
受
傷
機
転
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　

下
駄
骨
折
は
前
述
の
と
お
り
下
駄
の
鼻
緒
が
切
れ
、
足
を
ひ

ね
る
・
転
倒
す
る
こ
と
で
受
傷
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
下
駄
を
は
か
な
く
て
も
転
倒
・
足
首
の
捻
挫
に
と
も
な
っ

て
受
傷
し
ま
す
。
短
腓
骨
筋
腱
に
よ
る
剥
離
骨
折
で
あ
り
、
足

首
の
内
返
し
の
強
制
と
筋
収
縮
に
よ
り
生
じ
る
と
さ
れ
ま
す
。

J
o
n
e
s
骨
折
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
ジ
ャ
ン
プ
・
ス
テ
ッ
プ
・

タ
ー
ン
な
ど
の
動
作
の
繰
り
返
し
に
よ
り
疲
労
骨
折
と
し
て

受
傷
す
る
こ
と
が
多
い
と
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
動
作
に
よ

り
前
述
の
第
５
中
足
骨
近
位
部
に
応
力
が
集
中
す
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
疲
労
骨
折
と
し
て
よ
く

知
ら
れ
、
特
に
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
多
い
と
報
告
が
さ
れ
て
い

ま
す
。

■
症
状
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　

下
駄
骨
折
は
転
倒
・
足
を
捻
っ
た
の
ち
に
足
部
外
側
の
疼

痛
と
自
覚
さ
れ
ま
す
。
捻
挫
な
ど
他
の
部
位
を
い
た
め
た
可

能
性
も
あ
る
の
で
足
部
外
側
だ
け
が
い
た
い
と
は
考
え
に
く

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

J
o
n
e
s
骨
折
は
ス
ポ
ー
ツ
に
て
同
じ
動
作
を
反
復
す

る
こ
と
に
よ
り
足
外
側
の
疼
痛
や
違
和
感
と
し
て
出
現
し
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
時
間
や
量
に
よ
り
増
悪
と
軽
快
を
繰

り
返
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
ス
ポ
ー
ツ
を
や
め
る
ほ

ど
の
症
状
と
は
感
じ
ら
れ
な
い
た
め
そ
の
ま
ま
、
続
け
て
い

く
と
最
終
的
に
完
全
骨
折
に
至
り
、
激
痛
が
出
現
、
歩
行
困

難
に
な
り
ま
す
。

■
診
断
　
　
　
　
　
　
　
　 
　
　
　
　
　
　

下
駄
骨
折
と
完
全
骨
折
に
ま
で
至
っ
た
J
o
n
e
s
骨
折

は
単
純
X
線
写
真
で
診
断
で
き
ま
す
。
し
か
し
完
全
骨
折
に

至
っ
て
い
な
い
J
o
n
e
s
骨
折
は
骨
折
線
を
は
っ
き
り
認

め
な
い
こ
と
が
あ
る
た
め
M
R
I
が
早
期
診
断
に
役
立
つ
と

さ
れ
ま
す
。

■
治
療
方
法
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　

下
駄
骨
折
は
保
存
的
に
経
過
を
み
る
こ
と
に
よ
り
ほ
と
ん

ど
の
症
例
が
骨
癒
合
を
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
J
o
n
e
s
骨
折
は
ギ
プ
ス
を
ま
い
て
保
存
治
療
を

行
う
だ
け
で
は
骨
癒
合
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
が
多
く
、
一
般

的
に
は
手
術
に
よ
る
骨
折
部
の
固
定
が
す
す
め
ら
れ
ま
す
。

脛骨腓骨

距骨

踵骨

ZONE1
下駄骨折

第5中足骨足底腱膜外側束

短腓骨筋腱
第4中足骨

第3腓骨筋腱

ZONE2
Jones骨折

ZONE3

中足骨

第1
第2
第3
第4

第5
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「支部の写真コンテストをやりたい　やろう～」
と一人の組合員の想いからあづみ支部独自の写真コンテス
トを企画しました。
　作品を出してくれた組合員は 25 名、作品数も 107 点にな
り、作品内容も山や安曇野の風景、家族と出かけた瞬間の
ショットだったり、そしてペット等のほのぼのとした写真
も多くありました。
　ふたを開けてみれば多くの作品が集まり、ありがとうご
ざいました。
　これからも多くの組合員が参加できる様に頑張っていき
ます。

あづみ支部第 1 回

院内写真コンテスト結果

　第 43 回長厚労写真コンテストが 11 月 3日に北アルプス医療セン
ターあづみ病院のやまなみホールを会場として行われました。
　11支部から出展者121名、作品数570点の傑作写真が出揃いました。
　審査は参加者が見守る中、元信濃毎日新聞報道カメラマンの増田
先生より、一般の部・入賞 5点　入選 17 点、ファミリーの部・入
賞３点、入選 23 点を選出しました。
　持ち寄られた写真は、子供の笑顔、愛情感じられるペットの物、
躍動感ある作品又しっとりとした人物作品もありレベルの高さに眼
を見張りました。
　当日は、写真部やボランティアで参加してくれたあづみ支部組合
員の手助けもあり無事に終わることができ、反省会を兼ねた懇親会
に増田先生を招き写真のイロハを聴きながら 1日の予定が終わりま
した。皆さんお疲れ様でした。　　
　なお、各支部を巡回する入選作品は、6月に本館エレベーター前
に展示する予定です。

執行委員長　清水孝則

特選　河村 元

一般の部 入選
若林 壽美

ファミリーの部 入選
鈴木 一浩

ファミリーの部 入選
佐々木 朝海

ファミリーの部 入選
小林 真美

ファミリーの部 入選
西尾 孝一

ファミリーの部 入選
小林 則康

ファミリーの部 入選
奥原 幸美

ファミリーの部 入選
太田 倫明

ファミリーの部 入選
大倉 隆浩

ファミリーの部 入選
所 勝幸

ファミリーの部 入選
二木 香菜子

執行委員長賞　鈴木 一浩

準特選　清水 孝則 準特選　二木 香菜子 特選　小林 則康

長厚労写真コンテスト開催される

執行
委員長

賞
特 選

特 選準特選準特選

第43回

（敬称略）

（当院職員の入選作品　敬称略）
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2016年11月26日より映画公開された長編サスペンス。
研究所から、違法生物兵器が盗まれ雪山に埋められた。雪が解け気温が

上がれば散乱してしまう。「場所を知りたければ３億円を支払え―」そう脅迫
した犯人は事故死してしまう。上司から生物兵器の回収を命じられた研究員
は、息子と共に、とあるスキー場に向かった。頼みの綱は目印のテディベア・・・。

ゲレンデを直滑降で滑り降りるようなテンポの良さで最後までいっきに読め
てしまいます。今シーズン、この小説と映画を観て、ゲレンデに足を運ばれて
みてはいかがでしょうか。

図書部　今井信也（医療秘書室）

著者：東野圭吾
実業之日本社

「おすすめの一冊」　

長芋のねっとり感とカレーのスパイシーさがくせになる一皿です。
お好みでカレー粉を増減してください。牛乳のかわりに生クリームを使うと濃厚な味になります。
マカロニなどのパスタが入っても美味しいです。

長芋のカレークリームソース

栄養素量（一人分）
エネルギー……………… 435Kcal
たんぱく質…………………… 23.2g
塩分………………………………… 1.8g

材料 （2人分）
鶏もも肉    ……………… 200g
☆白ワイン  ……………… 大さじ１
☆塩コショウ …………… 少々
長芋……………………………… 300ｇ
しめじ …………………………… 1房

①
②
③

④

⑤
⑥

⑦

鶏肉は一口サイズに切り☆の調味料をよくもみ込んでおく。
長芋は皮をむき長さ3～ 4㎝に切りしめじは石づきを切りほぐす。
カレークリームを作る
小鍋に◯を入れて中火にかけ、混ぜながら軽く沸騰させコンソメが煮溶けたら火を止める。
フライパンにバター大さじ1ニンニクみじん切りを入れて弱火で炒め、香りが出てきたら①
の鶏肉を皮目から入れて焼き目をつける。
鶏肉を裏返し、②の長芋、しめじも入れてさっと炒める。
バターが全体に回ってきたら、③のカレークリーム、ローリエを加え、沸騰してきたら弱火に
し軽くかき混ぜながらとろみがつくまで10分程煮る。
塩コショウで味をととのえ器に盛りお好みで刻みパセリをちらして完成。

作り方

カレークリーム
◯トマトケチャップ … 大さじ1
◯カレー粉 ……………… 大さじ3分の2
◯コンソメ（固形） … 2分の1
◯牛乳………………………… 200cc

新年明けましておめでとうございます。リハビリテーション科（精神）作業療法
士の小林裕司と申します。昨年度までは飯田市内の病院で働いておりましたが、精
神科作業療法への道へ進みたく、当院へ転職して参りました。どうぞよろしくお願
いします。
「作業療法」＝「作業を用いた治療？リハビリ？」　あまり馴染みのない言葉とは

思いますが、ここで言う作業とは？ 
人はだれでも「作業」をしています。食べたり、お風呂に入ったり、遊んだり、仕事をしたりといっ

た風に。ただし、作業をするには「こころとからだ」が必要です、逆に言えば、作業をすれば「ここ
ろとからだ」が働きます。作業療法では、あらゆる疾患の患者さんに様々な作業（日常生活活動・
遊び/余暇・仕事など）を用いて接し、患者さんの変化を期待します。　　　　
「ひとは作業をすることで元気になれる」
この言葉を信じて日々精進していきます。今年も一年宜しくお願いいたします。お気軽に精神

科作業療法室へも足をお運びください。

小林裕司

……

「疾風ロンド」

ニンニクみじん切り
バター ………………………… 大さじ1
ローリエ ……………………… 粉末
塩コショウ ………………… 少々

●調理師　伊藤　直哉
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『患者さんの権利』
①最善で安全な医療を平等かつ公平に受ける権利
　患者さんは、疾病の種類、社会的立場等に関わら
ず、良質で安全な医療を、平等かつ公平に受ける権
利があります。

②個人として尊重される権利
　患者さんは、一人の人間としてその人格・価値観な
どを尊重され、尊厳をもって接遇されるとともに、自
らの意見を述べる権利があります。
③十分な説明と情報提供を受ける権利
　患者さんは、自分の病気、検査と治療方法や危険
性、他の治療法、見通しなどについて、理解しやす
い言葉や方法で、十分な説明と情報の提供を受け
る権利があります。

④自らの意思で選択・決定する権利
　患者さんは、自らの受ける検査や治療方法などにつ
いて、説明を受けた上で、自分の意思で選び決定す
る権利があります。

　また、希望しない医療を拒否したり、医療機関を選
択したりする権利があります。そのためにカルテを

①		医の倫理を守り患者さんの権利を尊重し、
平等で親切、安全な医療・福祉サービスを提
供します。

②	救急医療から在宅医療まで広く、地域の皆さ
まの安心を支えます。
③	地域の皆さまのこころの健康を支える、やさ
しい医療につとめます。
④		日々の研鑽に励み、明るい職場環境造りと
信頼される医療人の育成につとめます。

⑤		保健予防活動を通じて地域の皆さまの健康
増進に貢献します。

⑥研究・文化活動を積極的に展開し豊かな地
域づくりに貢献します。

質の高い医療と社会への貢献をとおし、
地域の皆さまから信頼される病院を築きます。

北アルプス医療センター
あづみ病院理念

患者さんの権利と責任

『医療とのパートナーシップ』
①良質な医療を実現するために、自らの心身あるいは生活
について必要な情報をできるだけ正確にお知らせくださ
い。また、納得できるまで質問するなどして自らの疾病や
医療内容を十分に理解してください。

②検査や治療について、納得し合意した方針には意欲を
持って取り組んでください。

③すべての患者さんが快適な環境で医療が受けられるよ
う、病院内での規則と病院職員の指示を守るようご協力く
ださい。

　病院職員による医療提供や、他の患者さんの診療に支障
を与えないようなご配慮をお願いします。

含む診療情報の開示や他の医療機関の医師の意見（セ
カンド・オピニオン）を求める権利があります。

⑤個人の情報やプライバシーが守られる権利
　患者さんは、自らの承諾なしに、診療の過程で得られた個
人情報を第三者に対し、開示されない権利があります。ま
た、病院内でのプライバシーが守られる権利があります。〈基本方針〉

（赤字の日が全科休診日です）

北アルプス医療センター あづみ病院
休診日のお知らせ
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　ラニャーニャ現象の影響で、昨年度は寒くなるとの予報でした
が、それに反して 12月は暖かかったり寒かったりの繰り返しで
した。ゴルフをこよなく愛する私にとっては、今度のゴルフ日和
がどうなるか、天気予報から目が離せない日が続いております。
ほかのスポーツを愛する人にとっても、同様の事があることでしょ
う。スポーツを愛する・愛さないにかかわらず、皆さんこの天気
に惑わされることなく、健康にこの冬を乗り越えていきましょう。

　　　　　　　　　　　　（T.F）

お 知 ら せ
休日緊急当番医
・1/15（日）・1/29（日）

白馬診療所（大北北部地区）

内科・外科
本院（大北南部地区）

・1/9（月）

v

よりよい病院になるために、患者さんからいただいた
ご意見の一部を紹介いたします。

新コーナー「宝の箱」　　

ご意見・ご要望 お返事

大腸ファイバーの検査を受けた時
のことです。検査台に横になるな
り、いきなり処置に入ったため肛門
に激痛が走り、痛みが引けるまで暫
らく検査を待ってもらった程でした。
普通なら動作予告や、「力を抜い
て」など声掛けすると思いますが、
もっと配慮してほしいです。　

声掛けなどの配慮が不足しており、大
変苦痛な思いをさせてしまい申し訳あ
りませんでした。
これから行おうとする医療行為の説明
は、患者さんの心構え（心の準備）の
ためにも重要なことだと考えます。今
後は今まで以上に医師とも協力しなが
ら、患者さんの不安な思いをくみ取り、
患者さんの目線に沿った看護を行っ
ていきたいと考えます。

　（内視鏡責任者）

感謝 お返事

（入院患者さんから）
スタッフの皆様方、大変親切丁寧
な看護を賜りありがとうございまし
た。
おかげで退院できることになりまし
た。
向寒季節ではありますが、今後の
ご活躍を祈念いたします。

暖かなお言葉をいただきありがとうござ
いました。
これからも職員一同更なる努力を重
ね、患者さんが安心して療養生活を送
れるよう努めてまいります。

　　　　　（病棟責任者）
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平成 29 年 1 月
　 月 火 水 木 金 土

内
　
　
　
　
科

内 科 新 患  岡田光代
信　大

東方壮男
川上裕隆

馬渡栄一郎
林田研介

川上裕隆
芹澤由樹子

早野敏英
岡田光代

東方壮男（第 1 のみ）
川上裕隆

早野敏英（第 3 のみ）

内 科（ 一 般 ）
再 診

（ 予 約 制 ）

川上裕隆
東方壮男
林田研介

岡田光代
林田研介

東方壮男
川上裕隆
早野敏英
岡田光代
林田研介

早野敏英
林田研介

川上裕隆
林田研介

早野敏英（第 1 のみ）
岡田光代
林田研介

循 環 器 内 科 富田　威
東方壮男 桑原宏一郎（信大） 東方壮男 柴　祐司（信大） 富田　威

馬渡栄一郎

呼 吸 器 内 科 岡田光代
花岡正幸 ( 信大 )
（10：00 から診療）

岡田光代
西江健一（信大）（第 1・3・5 のみ）
池川香代子（信大）（第2・4のみ）

藤本圭作（信大）
（第 1 のみ）

神 経 内 科
林田研介

野村俊（信大）（第 1・3・5 のみ）
高松良太（信大）（第 2・4 のみ）

林田研介 林田研介 林田研介 林田研介 林田研介

腎 臓 内 科 芹澤由樹子（予約） 芹澤由樹子
上條祐司（信大）

リウマチ・膠原病（予約制） 信大（完全予約）
在宅支援科（予約制） 薛　孝太郎

（14：30 ～ 16：00 まで診療 )

精
神
科
・
心
療
内
科

精 神 科
心 療 内 科

（ 予 約 制 ）

村田志保
鬼頭　恆
中村伸治
古屋昌宏

雨宮光太郎
小笠原紘輔
鈴木一浩

中村伸治
古屋昌宏
小椋京子

雨宮光太郎
湯澤宏式（第 1・3・5 のみ）

小笠原紘輔
鈴木一浩

村田志保
鬼頭　恆（AM）

中村伸治
湯澤宏式

小笠原紘輔
鈴木一浩

村田志保（AM）
鬼頭　恆
中村伸治

樋端佑樹（信大）（第 1 のみ）
古田　康（第 2・4 のみ）

古屋昌宏
湯澤宏式

小笠原紘輔

村田志保
鬼頭　恆
中村伸治
古屋昌宏

雨宮光太郎
湯澤宏式（第 2・3・4・5 のみ）

小笠原紘輔

鬼頭　恆
中村伸治
古屋昌宏

雨宮光太郎
湯澤宏式

小笠原紘輔
鈴木一浩

新患（午前）（予約制） （輪番） （輪番） （輪番） （輪番） （輪番）
認 知 症 診 療（ 予 約 制 ） （輪番） （輪番） （輪番） （輪番） （輪番） （輪番）

小 児 科

午
前

原　敏博
小口弘子

保刈　健
（小口弘子）

小口弘子
（保刈　健）

保刈　健
（小口弘子）

小口弘子 又は 
保刈　健

信　　大
（小口弘子 又は 保刈健）

午
後

慢性疾患 ( 予約 )
（原　敏博）
（小口弘子）

予防接種（予約）
乳児検診（予約） 予防接種（予約） 慢性疾患（予約）

（保刈　健）

外  

科

一 般 外 科 唐澤文寿 石曽根　聡 唐澤文寿 石曽根　聡
久米田 茂喜（予約） 唐澤文寿

石曽根　聡
宮川眞一 ( 信大 )

( 第３のみ )

専 門 診 療 信　大（乳腺）
（予約）

信　大（甲状腺）
（予約）

呼 吸 器 外 科 花岡孝臣
藏井　誠（P.M. のみ） 藏井　誠 花岡孝臣 花岡孝臣

形 成 外 科
（受付15時まで）

安永能周（信大）
（13 時から診療）

整
形
外
科

新 患
（受付10 時 30 分まで）

上甲厳雄 輪番 狩野修治 柴田俊一 王子嘉人 信　　大
中村恒一

( 手・肘新患 )
中村恒一

( 手・肘新患 )
向山啓二郎
( 脊椎新患 )

再 診
（ 要 予 約 ）

畑　幸彦
（完全予約制）
最上祐二
石垣範雄
中村恒一

中村恒一
向山啓二郎
上甲厳雄

高橋淳 ( 信大 )

最上祐二
向山啓二郎
王子嘉人

中村恒一
向山啓二郎
狩野修治

畑　幸彦
（完全予約制）
最上祐二
柴田俊一

信　　大

肩関節治療センター
（受付10時30分まで） 手術日

石垣範雄
（診療開始 10：00 から）

手術日
石垣範雄（初診）

畑　幸彦（完全予約）
石垣範雄（完全予約） 畑　幸彦（完全予約） 畑　幸彦（完全予約）

（第 3 のみ）

皮 膚 科 河内繁雄
高沢裕子

河内繁雄
高沢裕子

河内繁雄
高沢裕子 河内繁雄

高沢裕子
河内繁雄
高沢裕子

河内繁雄
高沢裕子こども外来（15時～ 17時まで診療）

初診（当日）受付16:30 まで

泌 尿 器 科 平林直樹 西澤　理
平林直樹 平林直樹 西澤　理

平林直樹 平林直樹 平林直樹

女性骨盤底医学センター 西澤　理 西澤　理（第 2・4の 14時～のみ）
（完全予約制） 西澤　理 山ノ井万里子(信大)

産 婦 人 科（ 予 約 制 ） 信　大（予約） 曽根原衛雄（予約） 信　大（予約）

眼 科 太田いづみ 今井玲子 太田いづみ・今井玲子 
（午後コンタクトレンズ 要予約）

太田いづみ 
（受付10時まで） 今井玲子

耳 鼻 咽 喉 科
（受付 16 時まで）

信　　大 
（14 時から診療）

信　　大 
（14時から診療） 信　　大

放 射 線 科 信　　大 　 　
麻 酔 科 

（完全予約制）
小林浩一

（完全予約制）
小林浩一

（完全予約制）
小林浩一

（完全予約制）

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 科 畑　幸彦 畑　幸彦 畑　幸彦 畑　幸彦 畑　幸彦 畑　幸彦

歯 科 口 腔 外 科 中嶌　哲
飯島　響

手 術 日
（急患対応は要相談）

中嶌　哲
飯島　響

中嶌　哲
飯島　響

中嶌　哲
飯島　響

中嶌　哲
飯島　響

緩和医療外来（予約制）
（10：30 ～ 12：30 まで診療 )

0261-61-1165
阿部克哉 薛　孝太郎

間宮敬子（隔週） 阿部克哉 薛　孝太郎 薛　孝太郎

北アルプス医療センター 白馬診療所
内 　 　 　 科
人 工 透 析
リハビリテーション科

下里修一
富田　威

（午後から診療）
下里修一

下里修一
整形外科医師

（15 時から診療）
（第 2・第 4 のみ）

下里修一 下里修一 下里修一

診療科目 曜日

受付時間：平日 7:30 〜 11:30
　　　　　土曜 7:30 〜 11:00
お問合せ：0261 - 62 - 3166

※診療科により受付時間が
　異なります。

2017年
1月号 vol.359 事業所長 西澤理

JA長野厚生連北アルプス医療センター あづみ病院


